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◆脱脂粉乳 

 27 年度末在庫量は 10.6％増、大口需要者価格は上昇

 平成 27年度の脱脂粉乳の生産量は、生乳生産量が増

加し、特定乳製品向けのうち、脱脂粉乳・バター等向

けの生乳処理量が増えたことなどから、13 万 184 ト

ン（前年度比 7.7％増）と 3 年ぶりに前年度を上回っ

た（図 5）。 

図5 脱脂粉乳の生産量・輸入量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 
 注：輸入量は機構輸入分のみ。 

 平成 27年度の推定出回り量は、生産が増加したもの

の、増加分は乳業メーカーの在庫積み増しに向けられ

たことから 13 万 6200 トン（同 1.6％減）と前年を

やや下回った。 

 この結果、同年度の期末在庫量は、生乳生産量の増

加による脱脂粉乳の増産により、5 万 1500 トン（同

10.6％増）と平成 22年度以来の 5万トン台となった

（図 6）。 

図6 脱脂粉乳の期末在庫量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 

 脱脂粉乳の大口需要者価格は、平成 23年度以降、配

合飼料価格の上昇に伴う加工原料乳価の引き上げなど

のコスト増により上昇傾向で推移し、ひっ迫した需給

状況となった平成 26年度は、25キログラム当たり平

均 1万 6725 円（前年度比 6.2％高）となり、平成 27

年度も、堅調なはっ酵乳需要などを背景に同1万7543

円（同 4.9％高）となった（図 7）。 

 なお、こうした需給動向を受け、機構は平成 27年度

のカレントアクセス分の脱脂粉乳 5000 トンに加え、

追加輸入分として 1万トンの輸入契約を締結した。 

図7 脱脂粉乳の大口需要者価格 

 

 

   

 

 

 

 
資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



年報畜産 201 6　【国内：牛乳・乳製品】    

4 

63.1 70.1 64.3 61.7 66.3

13.6
9.4

3.5 12.9 12.7

114.2 112.9 114.5 116.6 113.1

0

20

40

60

80

100

120

平成23 24 25 26 27 （年度）

ク
リ
ー
ム
生
産
量

バ
タ
ー
生
産
量

バ
タ
ー
輸
入
量

（千トン）

19.1 

23.5 

17.3 17.8 

22.1 

0

5

10

15

20

25

平成23 24 25 26 27 （年度）

（千トン）

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

1,350

23.4 10 24.4 10 25.4 10 26.4 10 4 10

（円／kg）

（年．月）
0

～
～

平成 28.3

◆バター・クリーム 

 バターの 27 年度末在庫量は 23.6％増加、大口需要者価格は上昇

 平成 27年度のバターの生産量は、生乳生産量が増加

し、特定乳製品向けのうち、脱脂粉乳・バター等向け

生乳仕向け量が増えたことなどから、6 万 6300 トン

（前年度比 7.5％増）とかなりの程度増加した。 

 同年度のクリームの生産量は、コンビニエンススト

ア向けデザート類などの需要が一服したことから、11

万 3100 トン（同 2.6％減）となった（図 8）。 

図8 バター、クリームの生産量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 

 平成 27年度の推定出回り量は、生産量や輸入量の増

加により供給量が改善されたことにより、7 万 5210

トン（同 1.1％増）と、前年度と比べわずかに増加した。 

 また、期末在庫量は、生産量の増加などにより 2 万

2100 トン（同 23.6％増）と大幅に増加した（図 9）。 

図9 バターの期末在庫量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 

 

 バターの大口需要者価格は、低い在庫水準や、配合

飼料価格の上昇に伴う加工原料乳価の引き上げなどの

コスト増から平成 23年度に上昇に転じて以降、堅調に

推移している。平成 27年度は、1キログラム当たり平

均 1369 円（同 4.9％高）と前年度からさらに上昇し

た（図 10）。 

 なお、こうした需給動向を受け、機構は平成27年度

のカレントアクセス分のバター2800トンに加え、追加

輸入分として1万トンの輸入契約を締結した。 

図10  バターの大口需要者価格 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 
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チーズ総消費量の内訳

 平成27年度のチーズ総消費量に占める国産チーズの

割合は、国内生産量が減少した一方輸入チーズが増加

したことから 15.3％となり、前年度より 1.3 ポイント

低下した。 

 また、プロセスチーズ原料用のナチュラルチーズに

占める国産の割合も、23.8％と 1.8 ポイント低下した

（図 13）。 

 

図13 27年度のチーズ総消費量の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」 
  注：直接消費用ナチュラルチーズとは、プロセスチーズ原料用以外のものを指し業務用その他原料用を含む。 

◆アイスクリーム 

 27 年度の生産量、5.2％減少

 アイスクリームは、近年、豊富な品揃えなどにより、

消費者の購買頻度が高まっていたが、平成 27年度の生

産量は、最需要期の夏季がそれほど暑くならなかった

ことなどから、需要が鈍化し 13 万 5700 キロリット

ル（前年度比 5.2％減）と減少した。 

 また、同年度の輸入量は、最需要期の夏季が冷夏に

なり需要が鈍化したことなどから 1万 1500キロリッ

トル（同 10.4％減）と大幅に減少となった（図 14）。 

図14 アイスクリームの生産量および輸入量 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、財務省「貿易統計」 
 注：輸入量は、1トン=1.455kl で換算。 
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